
【問い合わせ先】 

物流・自動車局 旅客課 手嶋、小堀 

電話：（03）5253-8111（内線：41255） 

直通：（03）5253-8569 

  
令 和 ６ 年 ３ 月 １ １ 日 

物流・自動車局旅客課 

 

 

 

 

 

昨年 12 月に開催されたデジタル行財政改革会議において、地域交通の「担い手」不

足や、「移動の足」の不足といった社会問題に対応するため、地域の自家用車や一般ド

ライバーを活用する制度を創設することや自家用有償旅客運送制度の見直しを進めるこ

とが決定されました。 

この度、制度設計に当たって、専門的な見識や多様かつバランスのとれた意見を聴取

するため、以下のとおり交通政策審議会陸上交通分科会自動車部会（第３回）を開催

し、地域の自家用車や一般ドライバーを活用する制度（「自家用車活用事業」）などに関

して、専門的見地からご議論いただきます。 

 

記 

 

１ 日 時 ： 令和６年３月１３日（水） １７：００～１９：００ 

２ 場 所 ： 総務省(中央合同庁舎２号館)共用会議室２Ａ 

３ 委 員 ： 別紙１参照 

４ 議 事 ： １）「自家用車活用事業」について 

        ２）「自家用車活用事業」におけるドライバーの働き方について 

        ３）地域公共交通政策の流れ 

        ４）その他 

５ その他 ： 

会議については傍聴不可ですが、冒頭のみ撮影可能です。取材を希望される方

は、別紙２に基づき電子メールにてご登録願います。 

自動車部会終了後、報道機関を対象に記者ブリーフィングを行う予定です。参加

を希望の方は、１９時３０分までに中央合同庁舎３号館５階会見室にご参集くださ

い。 

検討会の配布資料については、原則、検討会後にホームページにて公開します。 

（https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s303_jidousha01.html） 

 

 

 

交通政策審議会陸上交通分科会自動車部会（第３回）を開催 

国土交通省では、３月１３日（水）に交通政策審議会陸上交通分科会自動車部会を開

催し、地域交通の「担い手」「移動の足」不足への対応策（地域の自家用車や一般ドライ

バーを活用する制度）に関してご議論いただきます。 



【別紙１】 

 

交通政策審議会陸上交通分科会自動車部会（第３回） 委員等名簿 

 

(敬称略・順不同) 

 

委員 

 青山 佳世           フリーアナウンサー 

 大井 尚司     大分大学経済学部門教授 

 ◎塩路 昌宏           京都大学名誉教授 

 清水 希容子        島根大学材料エネルギー学部教授 

 須田 義大           東京大学生産技術研究所次世代モビリティ

研究センター教授 

 住野 敏彦           全日本交通運輸産業労働組合協議会議長 

 田中 里沙           事業構想大学院大学学長 

 野田 由美子        ヴェオリア・ジャパン合同株式会社代表取締

役会長 

 林 真実        （公社）日本消費生活アドバイザー・コンサル

タント・相談員協会（NACS） 理事 

九州支部長 

 村木 美貴           千葉大学大学院工学研究院教授 

山内 弘隆 一橋大学名誉教授 

  

◎部会長 



【別紙２】 

 

 【連 絡 先】hqt-ryokaku_law_pc★gxb.mlit.go.jp  

（★を＠へ変換願います。） 

 【期  日】 ３月１２日（火） １８：００ （必着） 

  【登録内容】 社名、氏名、連絡先（電話番号）、大型撮影機材（テレビカ

メラ等）持ち込み希望の有無 

  【そ の 他】 メールの件名に「交通政策審議会陸上交通分科会第３回自動

車部会取材希望」と明記してください。 

  【注意事項】 自社腕章と身分証明書を必ず携帯し、会議室前受付に名刺を

お渡しください。会場への入退室、撮影のタイミング等につい

ては指示に従ってください。開始時間が前後する場合がありま

す。当日は１６：５５までに直接会場へお越し下さい。 

 


